
ミッションは、
世の中を変えること
-グローバル・エコシステムの形成-

2024.4 京都府商工労働観光部理事足利



起業家人材の集積
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１ クリエイターが世界と繋がる場づくり

家庭用ゲームメーカーが
牽引する日本には
インディーゲーム市場が
なかった

2013年「BitSummit」開始

⇒2.4万人来場,100万人視聴の
る インディーゲーム市場を創造

日本最大のインディーゲーム

市場と成長し、世界市場に繋
がるステップの場となる！
(マンガ出版社なども参入)

この10年で京都のゲーム
企業数は4倍増(15⇒60社)
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１ クリエイターが世界と繋がる場づくり

ゲーム企業の増加

インディーゲーム企業を
支える企業も登場

アニメ企業も増加（1⇒8社）
東京一極集中に変化

BitSummit
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２スタートアップ・エコシステムの形成

2020年オール京都・京阪神エコシステム拠点
起業するなら京都プロジェクト開始

1年間220以上のプログラム
⇒現在約540のスタートアップ創出

2約20の在京都VCの確保
⇒年間資金調達170億円超(全国4位)

3 大企業との連携促進
（「ZET-valley」など）
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２スタートアップ・エコシステムの形成

iPS細胞関連支援

ロボットセンター開設

バイオものづくり、
ロボット、
バッテリー等の
スタートアップが
多数集積

海外投資家や
高校生起業家を

育成する支援者
も集積

課題は京都
の認知度を
高めること

アジア最大級
イベント開催

6古民家活用支援



中小企業の育成
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３ “作らないものづくり”への転換

日本が得意としてきた
“精密加工”においても
海外勢が勢いを増す

2018年「高速開発支援センター」開設(府内4箇所)

⇒バーチャルデザイン・検証
中小企業含め年100件

中小企業のポジション転換
～下請加工から開発型へ～
・実試作回数を減らす
・開発検証精度を高める
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３ “作らないものづくり”への転換

高速開発
センター開設

補助金

設計の自動化

工作機稼働プログラム
の作成自動化

工作機の段取りの自動化
（工作機を扱うロボットの登場）

自動化の次
なる課題は、
ニーズの迅
速な把握

（連携先へ
の自社の強
みの見える
化など）
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４次世代エンジニアリングの再興

AI、生活ロボットなどの
次世代エンジニアリング
は世界に後塵を拝す

2019年「けいはんなロボット技術センター」開設

⇒約770件の開発実証

海外製ひしめく生活ロボット
分野で京都のスタートアップ
企業が割って入るのに成功

京都発の学生ロボット競技
チームが誕生し、全国のエ
ンジニアの支援も開始
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４次世代エンジニアリングの再興

コンビニロボット

ロボットセンター【開発】

病院配膳ロボット

倉庫内ロボット
屋外掃除ロボット

レベル4自動走行
5Gによる遠隔操作

社会への展開【実証】

障害者が自宅からカフェの
ロボットを操作して働ける
「ロボット共生カフェ」
（府内3か所からスタート）

ドローンのための「空の道」づくり

課
題
は
全
国
・世
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開
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る
際
の
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テ
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企業連携の推進
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５企業の強みのシェアリングの推進

人口減少時代に突入し
人手不足が深刻化

2017年「共同型ものづくり補助金」開始
2020年「助け合いの輪補助金」開始
2021年「産学公の森補助金」開始

工作機や情報のシェアにより
省力化と規模対応を両立する
手法が広まる

コロナ禍では、幅広い分野に
おいて競合どうし、異分野どう
しの「助け合い」が広がる
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５企業の強みのシェアリングの推進

京都航空宇宙産業ネットワークKAIN
(寺内製作所の品質保証体制を核に一括受注)

京都試作ネット
(40社の技術を組み合わせて開発受注) 14



６京の食の海外展開の仕組みづくり

コロナ禍を乗り切った
ものの、国内の人口減
少や円安の進展といっ
た情勢を踏まえれば、
海外対応の本格化が
不可欠

2020年コロナ禍での旅行者減
⇒宅配・ネット販売等の促進(「助け合いの輪」)

2022年人口減少・円安
⇒インバウンド対応・輸出促進(「食の世界便」)

京都在住外国人(留学生)に

京の食を外国語発信してもら
うことで、インバウンドの方々
への販売拡大

既に輸出を行っている京都企
業の輸出ルートに相乗りさせ
てもらうことで、輸出に挑戦
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６京の食の海外展開の仕組みづくり

コロナ禍【宅配・ネット販売】

コミュニティFMと連携し協力呼びかけ
（「Food’s Voice Kyoto」）

同業どうしでの詰め合わせセット販売
や異業種連携による宅配など推進

（「助け合いの輪」）

国内人口減少・円安【海外展開】

「京都食の世界便（インバウンド対応）」

「京都食の世界便（輸出対応）」
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社会課題の解決
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７脱石油・空気由来の社会創生

カーボンニュートラルは
再エネなどのエネルギー
革命だけでは不十分

2022年「ZET-valley」構想開始
2023年「ゼロカーボンバイオ産業拠点」が

JST共創の場本格型採択(最大2億年×10年)

夢のエネルギー・核融合や、
石油に頼らず眼前のCO2から
材料を作り出す技術など
ゼロカーボン技術が集積

脱炭素技術を活かした
脱炭素シティ形成に向けて
行政・インフラ・金融が連携
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７脱石油・空気由来の社会創生
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８ 「拡張社会」と「別世界」の創生

無数・無限に仮想空間は
広がり、メタバースや
WEB3.0をのんびり勉強し

ているだけの時期はとう
に過ぎた

2022年「メディアパーク共創拡大事業」開始
メタバースとロボティックスの融合等により、現実世界を豊かにする「拡張社会」
(現実世界を仮想技術で補完)や、現実世界とは別の幸せを追求できる「別世界」
(仮想空間を真実に転換)の創生を目指す「拡別メタバース」プロジェクト等

10本のメタバースプロジェクト
・アバター活用科学捜査
・カメラでメタバース潜入
・仮想空間からロボット操作
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８ 「拡張社会」と「別世界」の創生

◆拡張社会（現実をより豊かに）

東映・松竹・NHK・スタートアップら
によるバーチャルプロダクション

(大型歴史ドラマ制作の主流に！)

空間まるごとスキャンなど
アバター活用科学捜査

公共空間にアートを

観光地・イベン
トでのNFT活用

◆別世界（現実のシェルターとしてチャレンジできる世界）

カメラごと(ゴーグルなしに
誰でも)仮想空間に没入

仮想空間のアバターの触
覚をリアルに再現

アバターの(ゴーグルをかけた)まま
リアルのロボットを操作 21



グローバル・エコシステム形成
2024年度開始
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９グローバル・エコシステム
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ドバイ史上初のジャパン・エキスポ「KYOTO, JAPAN IN DUBAI」
(1)世界の投資家が集積 →超大型投資獲得（スタートアップ）
(2) 40万社が集積 →日本の品質が大人気(スタートアップも伝統産業も)
(3)アフリカ・インドへの道 →アフリカ・インドでのビジネス基盤構築



９グローバル・エコシステム

JAPAN/KYOTO

Industrial creation 
leading zone
（Art, media, 

decarbonization, 
food tech, robot, etc.）

Japan's largest 
startup event "IVS“
(2023～@kyoto)

Japan's largest 
indiegame event 
"BitSummit(2013～)

WORLD

Japan Exhibition in Dubai 
“KYOTO, JAPAN IN DUBAI”

(2024～)

Osaka/Kansai Expo

Kansai（Keihanna）
Sience City
(Smart city/

Seamless society)Keihanna Expo(Science & art,Well-
being,Robot/Avatar/ICT,Startup etc.)

2023-2024 Approach

2025Expo production

2024-2025 Promotion

世界から産業創造リーディングゾーン、け
いはんな学研都市への集積に向け、様々
なプロジェクトの提案募集中
We are currently soliciting proposals for 
various projects from around the world for 
clustering in Keihanna Science City, a 
leading industrial creation zone.
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